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審査委員会は、第 1回審査委員会を 2019年 11月 21日に開催し、論文審査の基本方針お
よびスケジュールが決定された。第 2 回審査委員会は 2020 年 1 月 14 日に開催し、論文内

















































































































上述のように、2020 年 1 月 16 日に、主査および副査 3 名による口述試験が行われた。
まず、審査対象者から論文の概要が紹介され、それに対する質疑応答が行われたが、本論文
における論点および検討方法、結論が明確に示され、質問に対しても的確に回答した。本テ
ーマの論点、論文内容を十分把握、整理されていたことが伺える。また、論文中に、英語圏
の判例、ドイツ語圏の判例、文献が引用されており、原典にあたり、内容を正しく理解し、
訳出していたことから、英語、ドイツ語について、研究を行うのに十分な語学能力を有して
いるものと評価できる。 
 
【審査結果】 
本論文が研究対象としている終末期医療における「治療中止」の問題は、世界各国で、
その解決が求められ、様々なアプローチが取られている。日本においても、起訴され、裁判
所の判断が示されたものの他、裁判に至らない事案も多く存在するが、未だ安定的な解決策
が示されていない。本論文は、その問題解決に一石を投じるものである。 
以上、論文審査、口述試験の評価により、「高度な法律研究職、専門職に従事するための
高度で独創的な研究能力、高度な論文作成能力等を身につけたうえで、所定の年限を満たし、
博士学位論文の審査及び最終試験に合格した」とする法学研究科の博士学位審査基準に照
らしても妥当な研究内容であると認められる。 
本審査委員会は、西元加那氏の博士学位請求論文について、所定の試験結果と上述の論
文審査結果に基づき、全員一致をもって本学博士学位を授与するに相応しいものと判断し
た。 
 
